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お 問 い 合 わ せ ： 〒５６０－８５３２ 大阪府豊中市待兼山町 1－5
　　　　　　　　　　アート・プラクシス人材育成プログラム事務局
　　　　　　　　　　tyamazaki@let.osaka-u.ac.jp
お問い合わせフォーム：https://shirutori.org/contact

主催：大阪大学大学院文学研究科
共催：大阪大学総合学術博物館
連携：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール
　　　大阪中之島美術館
　　　淨るりシアター
　　　公益財団法人吹田市文化振興事業団（メイシアター）
　　　豊中市都市活力部文化芸術課
　　　兵庫県立尼崎青少年創造劇場（ピッコロシアター）
　　　公益財団法人 箕面市メイプル文化財団
助成：令和３年度文化庁「大学における文化芸術推進事業」
協力：大阪アーツカウンシル
　　　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　京都コンサートホール（公益財団法人 京都市音楽芸術文化振興財団）

予定日程 フェーズ 活動 プログラム名 会場

２０２１年　８月　１日 (日) フェーズA 活動① 〈徴しの上を鳥が飛ぶⅢ〉オープニング・セミナー オンライン

２０２１年　８月
　　　　　～２０２２年３月 フェーズC 活動⑫ ［受講生企画］アーツ・プラクシス 大阪大学豊中キャンパス

オンラインほか

２０２１年　８月２１日 (土) フェーズ B 活動④ 工芸の魅力を伝える オンライン

２０２１年　８月２８日 (土) フェーズ B 活動⑪ バックステージツアー
「ラヴェルが幻視したウィンナ・ワルツを辿る」 大阪大学豊中キャンパス

２０２１年　８月２９日 (日) フェーズA 活動② 空間の生産と場所の詩学 大阪市立芸術創造館

２０２１年　９月　１日 (水)
　　　　　～９月１３日 (月) フェーズ B 活動⑥ 展覧会　路上芸人の時間 イロリムラ、オンライン

２０２１年　９月１１日 (土) フェーズ B 活動⑥ 展覧会　路上芸人の時間 イロリムラ

２０２１年　９月１８日 (土) フェーズ B 活動⑦ 「ミュージアム・オオサカ」を紹介する 乗船ツアー

２０２１年　９月２５日 (土) フェーズ B 活動⑩ 「陶塤」の制作・演奏・パフォーマンス 大阪大学豊中キャンパス、京丹後市

２０２１年１０月　２日 (土) フェーズ B 活動⑪ バックステージツアー
「ラヴェルが幻視したウィンナ・ワルツを辿る」 京都コンサートホール

２０２１年１０月１６日 (土) フェーズ B 活動⑨ 「みんぱく」でモノと遊ぶ。 国立民族学博物館

２０２１年１０月３０日 (土) フェーズ B 活動⑩ 「陶塤」の制作・演奏・パフォーマンス 大阪大学豊中キャンパス、京丹後市

２０２１年１１月　６日 (土) フェーズ B 活動⑦ 「ミュージアム・オオサカ」を紹介する 乗船ツアー

２０２１年１１月２７日 (土) フェーズ B 活動⑧ アート・リング～アートのエコシステムへのいざない
～The Art Ring ‒ Invitation to the Ecosystem of Art -

大阪大学総合学術博物館
大阪市立東洋陶磁美術館、オンライン

２０２２年　１月１６日 (日) フェーズ B 活動③ パフォーミング・エコロジー 吹田市文化会館 メイシアター

２０２２年　２月２５日 (金)
　　　　　～３月１２日 (土) フェーズ B 活動⑤ ジオ・パソロジーを超えて 大阪大学総合学術博物館、オンライン

２０２２年　２月２６日 (土) フェーズ B 活動⑤ ジオ・パソロジーを超えて 大阪大学総合学術博物館、オンライン

２０２２年　３月　５日 (土) フェーズA 活動⑬ 〈徴しの上を鳥が飛ぶⅢ〉クロージング・シンポジウム オンライン

年間予定表

　本年度も「徴しの上を鳥が飛ぶ－文学研究科における
アート・プラクシス人材育成プログラム」を実施することがで
き、嬉しく思います。今年はその３年目、このテーマでの完成
年度ということになります。
　「徴し」と「鳥」といういささか意味深な語をタイトルに含め
た意図は、１年目のプログラムに示した通り、この時代の様々
な制度や規則、約束事や因習などに取り巻かれている私た
ちの生を何かしら不自由で束縛されたものと捉え、ほかなら
ぬアートを通していくらかでも解き放つことができるのではな
いかと考えたからでした。ところが一昨年度末から世界を
覆った新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミックに
よって、この１年間は思ってもみなかったような生活を強いら
れました。そこでは「徴し」は単に私たちの自由を疎外するも
のであるばかりではなく、世界のあり方を根底から変えてしま
うようなものだったわけです。確かに昨年１年間は自由に仕

尾西　教彰 兵庫県立尼崎青少年創造劇場（ピッコロシアター）
 演劇教育専門員

菅谷　富夫 大阪中之島美術館館長
古矢　直樹 吹田市文化振興事業団（メイシアター）常務理事・事務局長
松田　正弘 淨るりシアター館長
宮地　泰史　 あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール
 企画事業担当チーフ・マネージャー

西岡　良和　 豊中市都市活力部文化芸術課振興係係長
和田　大資　 箕面市メイプル文化財団 芸術創造セクションマネージャー

永田　　靖 大阪大学大学院文学研究科・大阪大学総合学術博物館（事業推進者）
伊東　信宏 大阪大学大学院文学研究科（事業推進者）
渡辺　浩司 大阪大学大学院文学研究科（事務局）
橋爪　節也 大阪大学総合学術博物館
岡田　裕成 大阪大学大学院文学研究科
高安　啓介 大阪大学大学院文学研究科
古後奈緒子 大阪大学大学院文学研究科
鈴木　聖子 大阪大学大学院文学研究科
伊藤　　謙 大阪大学総合学術博物館
横田　　洋 大阪大学総合学術博物館・大阪大学大学院文学研究科
山﨑　達哉 大阪大学大学院文学研究科（事務局）

事業担当者

事ができず、このプログラムも本来あるべき「場所性」を失い、
オンラインでの開催に重きを置く、その意味では偏ったものに
なったと思います。
　ですがよくよく考えると、一人になる時間をより多く有し、その
結果、物事を根本的に考えるまたとない１年になったのではな
いかと思います。それはすぐには私たちの生活には反映はさ
れないけれども、長い時間をかけて生活の何かを良い方向に
変えて行く力になっていると、肯定的に信じたいと思います。そ
して何より昨年１年のこのプログラムは、そのような徹底して考え
る機会を与えてくれたに違いないと思います。
　今年はこのテーマでの最後の年となります。今年も同様にオ
ンラインでの開催が多くなるかも知れませんが、私たちとアート
の繋がりこそが、そのような偏った生活の上を自由に飛ぶ「鳥」
のようであり続けることができればと願っています。

文学研究科　永田靖

本プログラムでは、演劇、音楽、美術など多岐にわたる芸術の事前・事後双方の扱いを
学ぶ「インターウィーヴ」的学習を通して、今日のアート・マネジメント人材に求められる、地
域社会や共同体の課題に応じて臨機応変に対応する実践的な「アート・プラクシス」能
力を人文学的観点に基づいて養います。本年度は3年目の最終年度であり、受講生自ら
企画し、実施する事業をプログラムの核に据えています。

プログラムを広く集中して学習できるように、3つのフェーズを用意します
[フェーズＡ]
[フェーズＢ]
[フェーズＣ]

レクチャーとディスカッションを行い、アートの基礎知識を学ぶ
アートやアーティストとの交流による「インターウィーヴ」的学習を行う
研修成果をもとに２つの「受講生企画」として実施し、企画立案、広報、
運営、記録等のアートイベントにおける一切を受講生が担い、実践的に
アートイベント運営方法を学ぶ

本プログラムは、大阪大学大学院文学研究科が
主催し、大阪大学総合学術博物館との共催によ
り、開講いたします。また本プログラムは令和３
年度文化庁「大学における文化芸術推進事業」
による助成を受けております。本プログラムは、
あいおいニッセイ同和損保 ザ・フェニックスホー
ル、大阪中之島美術館、淨るりシアター、吹田
市文化会館 メイシアター、豊中市都市活力部文
化芸術課、兵庫県立尼崎青少年創造劇場 ピッ
コロシアター、箕面市メイプル文化財団と連携
し、大阪アーツカウンシル、大阪市立東洋陶磁
美術館、京都コンサートホール（京都市音楽芸
術文化振興財団）と協力して行います。

ごあいさつ

開催概要

連携機関アドバイザー

濱村　和恵

デザイン



活
　　動
1〈徴しの上を鳥が飛ぶⅢ〉オープニング・セミナー
アートが社会に成し得る可能性と今日的な意義と問題を学ぶとともに、本事業の理念（「アート・プラク
シス」能力のある人材育成と、人文学の研究成果を活かすアートの新たな可能性の探求）を共有します。
開催日：２０２１年８月１日（日）
場所：オンライン
講師：永田靖（大阪大学大学院文学研究科・大阪大学総合学術博物館）、伊東信宏（大阪大学大学院文学研
究科）、渡辺浩司（大阪大学大学院文学研究科）、橋爪節也（大阪大学総合学術博物館）、岡田裕成（大阪大学大
学院文学研究科）、高安啓介（大阪大学大学院文学研究科）、古後奈緒子（大阪大学大学院文学研究科）、鈴木
聖子（大阪大学大学院文学研究科）、伊藤謙（大阪大学総合学術博物館）、横田洋（大阪大学総合学術博物館・
大阪大学大学院文学研究科）、山﨑達哉（大阪大学大学院文学研究科）ほか

活
　　動
12［受講生企画］アーツ・プラクシス
これまでに積み重ねてきた知見や経験、人文学的観点に基づいて養った「アー
ト・プラクシス」能力を活かし、受講生による企画を実現します。受講生が主体
となって、様々なジャンルのアートイベントを実施します。事業担当者のサポート
のもと、企画の立案、イベントを行うことの目標やねらい、予算の組み立て、作
家の選定、広報、イベント運営、記録作成等、アートイベントの実施に必要な様々
に受講生が携わります。
開催日：２０２１年８月～２０２２年３月
場所：大阪大学豊中キャンパス、オンラインほか
講師：永田靖（大阪大学大学院文学研究科・大阪大学総合学術博物館）、伊東信宏
（大阪大学大学院文学研究科）、渡辺浩司（大阪大学大学院文学研究科）、橋爪節也
（大阪大学総合学術博物館）、岡田裕成（大阪大学大学院文学研究科）、高安啓介（大
阪大学大学院文学研究科）、古後奈緒子（大阪大学大学院文学研究科）、鈴木聖子
（大阪大学大学院文学研究科）、伊藤謙（大阪大学総合学術博物館）、横田洋（大阪大
学総合学術博物館・大阪大学大学院文学研究科）、山﨑達哉（大阪大学大学院文学
研究科）ほか

活
　　動
2 空間の生産と場所の詩学
COVID-19 の社会への影響の中でも懸念された
のが、移動や集会の規制とともに、デジタル技術の
浸透などで、芸術・文化施設を含む公共空間がダ
メージを受けるのではということでした。こうした
芸術を取り巻く環境の変化を受け、実在の場所を
開き、維持し、訪う意義を改めて考えるシンポジウ
ムを行います。ワークショップでは、場所に感性を
チューニングし、空間をともにつくりながら、みなさ
んの体験もあわせて考えを深めていただければと
思います。
開催日：２０２１年８月２９日（日）
場所：大阪市立芸術創造館
講師：中西美穂（大阪アーツカウンシル統括責任者）、渡邊太（鳥取短期大学教授）、小林瑠音（神戸大学国際文化学研
究推進センター学術研究員）、相模友士郎（演出家）、佐藤健大郎（ダンサー）、古後奈緒子（大阪大学大学院文学研究科）

活
　　動
13〈徴しの上を鳥が飛ぶⅢ〉クロージング・シンポジウム
１年間のまとめとして、事業全体を振り返るシンポジ
ウムを実施し、本事業の意義や課題等を考察します。
開催日：２０２２年３月５日（土）
場所： オンライン
講師：永田靖（大阪大学大学院文学研究科・大阪大学総
合学術博物館）、伊東信宏（大阪大学大学院文学研究科）、
渡辺浩司（大阪大学大学院文学研究科）、橋爪節也（大阪
大学総合学術博物館）、岡田裕成（大阪大学大学院文学研
究科）、高安啓介（大阪大学大学院文学研究科）、古後奈緒
子（大阪大学大学院文学研究科）、鈴木聖子（大阪大学大
学院文学研究科）、伊藤謙（大阪大学総合学術博物館）、横
田洋（大阪大学総合学術博物館・大阪大学大学院文学研
究科）、山﨑達哉（大阪大学大学院文学研究科）ほか
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撮影：守屋友樹

活
　　動
3 ［対立と調停］
パフォーミング・エコロジー 本活動では、演劇・パフォーマンスの演出家による都市環

境と人間の関係を巡るパフォーマンスを実施していきます。
講師には、極東退屈道場の林慎一郎を迎えます。ここでは都
市のインフラストラクチャーとして残存する「公衆電話」を取
り上げ、人間のコミュニケーションにおける距離とメディア
の関係を、参加型パフォーマンスを通して探求します。受講
者にはパフォーマンスで使用する物語の作成や公演日には
電話を活用するパフォーマンスに参加ができます。この都市
環境を課題にしたパフォーマンスを受講生とともに行うこと
で、吹田市の持つ環境の問題を理解します。
開催日：２０２２年１月１６日（日）
場所：吹田市文化会館 メイシアター
講師：林慎一郎（極東退屈道場）、永田靖（大阪大学文学研究科・
総合学術博物館）、山﨑達哉（大阪大学大学院文学研究科）ほか撮影：清水俊洋

活
　　動
5 ［対立と調停］
ジオ・パソロジーを超えて

フェーズA 
レクチャー＆ディスカッション

フェーズB 
 インターウィーヴ

フェーズC
 受講生企画

アート作品や、アーティストとの対話、研究とレクチャー、実践的な制作等を通して、
３つのテーマ（対立と調停、アイデンティティの揺れ、物語の領分）について学習します

シドニー在住の写真家・映像作家
金森マユの写真展覧会を行います。
金森マユは『ハート・オブ・ジャー
ニー』、『イン・リポーズ』などの日
本人移民のアイデンティティを扱っ
た作品で有名で、オーストラリアに
おける人種と異文化接触の問題を
一貫して扱っています。昨年度には
映像作品を制作しました。今年度は
その上映も行います。人間が持つ、
その場所にいることの困難さ、また
その場所への痛切な想いゆえのジオ・パソロジー（地理の病理）的な相貌を写真展を通し
て探求します。また金森によるレクチャーも行います。
開催日：２０２２年２月２５日（金）～３月１２日（土）：写真展、2月２６日（土）：レクチャー
場所：大阪大学総合学術博物館、オンライン
講師：金森マユ（写真家・映像作家）、永田靖（大阪大学文学研究科・総合学術博物館）、横田洋
（総合学術博物館）、山﨑達哉（大阪大学大学院文学研究科）ほか

撮影：金森マユ

活
　　動
4 ［対立と調停］
工芸の魅力を伝える

大阪市立東洋陶磁美術館は、東アジアの陶磁器の貴重なコレクショ
ンを有する美術館ですが、近年では工芸美術の意欲的な展示企画で
知られています。そこで、美術館キュレーターの普段あまり知ることの
できない仕事の内容について理解を深めて、展示企画の立てかたや、
企画の実現のための作業の進めかたについて学びます。２つとして同
じ展覧会がないならば、展覧会それ自体だけでなく展覧会の準備の
様子を動画記録に残しておくことは大きな意味をもちます。今年度は
８月に開催される柳原睦夫展の準備の様子を取材して、展覧会のメイ
キングビデオを作成するとともに、展覧会の準備について意見を交わ
し、準備記録の意義について議論をおこないます。
開催日：２０２１年８月２１日（土）
場所：オンライン
講師：出川哲朗（大阪市立東洋陶磁美術館）、宮川智美（大阪市立東
洋陶磁美術館）、高安啓介（大阪大学大学院文学研究科） 撮影：麥生田兵吾

活
　　動
6 ［アイデンティティの揺れ］
展覧会  路上芸人の時間

デンマーク出身のジャーナリスト、ケント・ダー
ルは東京に住みながら、自身の仕事と並行して、
世界各地の路上芸人や大道芸人の取材を進めて
きました。特に、ちんどん屋については２０年以
上、大阪のちんどん通信社と関係を築き、写真や
映像を撮影しています。彼の写真の蓄積は膨大
で、彼なりの考察も充実しています。ちんどん屋
を中心に、様々な路上芸人・大道芸人の様子を
展覧会や関連イベントなどにおいて発表します。
開催日：２０２１年９月１日（水）～９月１３日（月）：
展覧会、９月１１日（土）：イベント
場所：イロリムラ、オンライン
講師：ケント・ダール（ジャーナリスト、写真家）、林幸治郎（ちんどん通信社）、ちんどん通信社、山﨑達哉（大阪大
学大学院文学研究科）ほか
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活
　　動
9 ［物語の領分］

「みんぱく」でモノと遊ぶ。
国立民族学博物館を会場に、同館所蔵の民族・
民俗資料を用いたワークショップを行います。
ワークショップではまず、日本有数の民具コレ
クションをつくりあげた秋田の油谷滿夫氏とそ
の活動を紹介し、民具のなかにある、「用の美」
のみでは語れない「遊び」の要素について理解
を深めます。そのうえで、民博の展示品を用い
て、架空の機能をもつ「道具／玩具」を想像・
構想する実践的なプログラムに取り組みます。
開催日：２０２１年１０月１６日（土）
場所：国立民族学博物館
講師：中村裕太（美術家）、岡田裕成（大阪大学大
学院文学研究科）ほか

活
　　動
10［物語の領分］

「陶塤」の制作・演奏・パフォーマンス
世界的に著名なサウンドアーティスト鈴木昭男
氏（丹後在住）を迎え、「陶塤」（とうけん・弥生
時代の土笛）の演奏パフォーマンスとレクチャー
のあと、一緒に土笛の制作を行います。焼成後
（1か月後）、鈴木氏の指導のもとで音を出す練
習をし、鈴木氏ほか丹後地方の様々なアーティ
ストたちとの対話を通してパフォーマンスを実
践します。一つの地域文化という異空間におい
て、アートの場を作り上げる行為を体得します。
開催日：２０２１年９月２５日（土）、１０月３０日（土）
場所：大阪大学豊中キャンパス、京丹後市
講師：鈴木昭男（サウンド・アーティスト）、宮北裕
美（ダンス・パフォーマー）、池田修造（ヒカリ美術
館館長）、東村幸子（ヒカリ美術館研究員・陶芸家）、
鈴木聖子（大阪大学大学院文学研究科）

社 会 に 開 い た 新 し い ミュゼ オ ロ ジ ー
（museology）の探究として、「地域全体をミュー
ジ アム」と 見 な す「エ コ ミ ュー ジ アム
（Ecomuseum）」を、水の都・大阪をモチーフに
模索します。陸地からの視点と水上からの視点を
比較しつつ、描かれた歴史的な水辺の風景なども
参考に、大阪市内に点在するビルや橋梁などの建
造物や町並み、名所などを展覧会の展示物と見立
て、大阪を展覧会場と想定します（「ミュージアム・
オオサカ」）。

活
　　動
7 ［アイデンティティの揺れ］
ミュージアム・オオサカを紹介する

開催日：２０２１年９月１８日（土）、１１月６日（土）
場所：乗船ツアー
講師：橋爪節也（大阪大学総合学術博物館）、山﨑達
哉（大阪大学大学院文学研究科）ほか

活
　　動
8 ［アイデンティティの揺れ］ アート・リング

～アートのエコシステムへのいざない～
アーティスト・サイエンティストたちが産みだす『アート』は、
教育・社会そして経済とつながり、次世代の文化の創生へと
帰結する。このエコシステムは、アートが誕生してから、絶え間
なく続いてきた。これは本講座の主題である“徴し”が形成す
る「リング」でもある。
本講座ではこのエコシステムを、「アート・リング」と呼び、「リ
ング＝輪」各所に存在する有識者との交流を通し、“好奇心か
ら生まれる創造”を促し、次世代の文化創生について考える。
開催日：２０２１年１１月２７日（土）
場所：大阪大学総合学術博物館、大阪市立東洋陶磁美術館など
講 師：Jay Lee（Executive Director, National Geographic 
Foundation for Science＆Exploration-Asia）、岩 素 芬
（Director of Registration and Conservation Department, 
National Palace Museum, Taiwan）、 出川哲郎（大阪市立東
洋陶磁美術館）、松行輝昌（大阪大学共創機構）、伊藤謙（大阪大
学総合学術博物館）

活
　　動
11［物語の領分］ バックステージツアー「ラヴェルが幻視したウィンナ・ワルツを辿る」
京都コンサートホールで２０２１年１０月２日
に予定されているレクチャー・コンサートに
ついて、その企画から実現にいたるプロセス
を辿り、演奏会にも参加することで、一つの演
奏会のバックグラウンドを体験することを目
指します。
この演奏会では、M.ラヴェルの「ラ・ヴァルス」
を聴き直すのとともに、ラヴェルがこの作品
で断片的に示した「ウィンナ・ワルツ」を取り
出し、その原型を明らかにする（つまりラヴェ
ル作品からウィンナ・ワルツを仕立て直す）、
という試みも行います。８月に当該演奏会の
担当者と講師、企画者（伊東）が予備的なレク
チャーを行い、公演を立体的に経験できるよ
うにする予定です。
開催日：２０２１年８月２８日（土）、１０月２日（土）
場所：大阪大学豊中キャンパス、京都コンサートホール
講師：高野裕子（京都コンサートホール プロデューサー）、伊東信宏（大阪大学大学院文学研究科）


